
新新新新たなたなたなたな合併合併合併合併のののの模索模索模索模索    

 

新新新新しいしいしいしい村上市村上市村上市村上市をつくるをつくるをつくるをつくる会会会会    

「六市町村の合併の是非を問う住民の会」は「村上市が荒川町、山北町、朝日村、神林村、

及び粟島浦村と合併する事の是非に関する住民投票条例」が再議に付された事により新た

な運動へ向かう事になった。残念だが村上市長が変わらない限り、合併は無理と判断し来

年の市長選挙を睨み、時間を掛けて合併に取り組む新しい候補者を選定する事になった。

また、「六市町村の合併の是非を問う住民の会」は発展的解消し、「新しい村上市をつくる

会」を立ち上げる事にした。「新しい村上市をつくる会」は村上市の現状と合併の必要性を

集落、町内、団体などへ出向き、集会・講演会を開催し理解を深めて貰う運動を展開した。

併せて、チラシによる広報や市内に広報車を走らせ合併と新市建設の気運盛り上げを呼び

掛けた。後に運動の中心を務めた佐藤度氏が新しい村上市をつくる会で推薦する市長選挙

立候補予定者と決まり、平成十八年四月まで運動を継続する事になった。 

 

   新市新市新市新市長長長長のののの誕生誕生誕生誕生    

 平成十八年四月二十三日、村上市長選挙が執行された。合併を呼びかける運動も重なり、

一年以上も選挙運動をしていたような気持になったのは私だけでは無かったと思う。結果

は、百五十四票差と僅差であったが佐藤度氏が当選を果たした。これにより再び合併に向

かい大きく舵を切り直す事になった。佐藤度市長の任期は二年と短い期間であったが、合

併に向け政治経験の無い新人市長が良く頑張ったと思っている。別にゴマを擂るつもりは

無いが、議会での理事者答弁は議案を良く勉強して来るのか市長が率先して行い、議員と

の質疑のやり取りなど安心して聞いて居れた。 

 

   議会機能議会機能議会機能議会機能のののの低下低下低下低下    

村上市長の交代を機に行政は広域合併に向け確実に進みだした。村上市議会の中は前村

上市長の村上市自立宣言以来、大きく二分してしまい合併問題を境に敵味方のような議会

運営を繰り返していた。そんな状況であった平成十八年五月十八日、北海道栗山町議会で

「栗山町議会基本条例」が制定され新聞で紹介された。すぐに議会事務局にお願いして条

例を取り寄せた。通常の議会では議員が市長、職員に質問・提案を行い答弁を求める形式

で、一方通行な会議である。それに対して、その条例は議員同士の討議・討論を中心に行

い、質問・提案する議員に対して逆に市長・職員も質問ができる。また議会が主催して市

政に関し議員と市民が自由に意見交換する一般会議の設置。議会を通して市民の政策提案

を市長、議員が市政に反映させようというものである。これらは議員の発言に重さと責任

が加わり、今までのように何でも発言すればよいと言う訳にはいかず、皆が調査・研究に

力を入れ議員同士の切磋琢磨が進み会派の存在も活きてくる。そう考えて当時の議会運営



委員の諸氏に資料を配布させていただいたが理解は頂けなかった。時は合併か否かを争点

とした市長選挙の後で議会内も二分してギクシャクした状態であったと思う。しかし、議

会運営が他のことに影響を受けるようでは市民の負託に応える議員とは云えないはずだ。 

 

   岩船岩船岩船岩船港港港港荷捌荷捌荷捌荷捌きききき場場場場のののの建建建建てててて替替替替ええええ    

 岩船港漁業協同組合は岩船港荷捌施設の老朽化に伴い建て替え新設に向け、当時の岩船

港漁業協同組合長の小田政市氏、参事の小野寛氏、事務局の木村国夫氏が対外交渉窓口と

なり理事の方々始め組合員の皆さんが一生懸命努力していた。平成十八年の正月早々から

小田組合長始め理事の方々が稲葉大和代議士を訪れ、国の岩船港荷捌施設への補助金等支

援の要請に足を運んでいた。ところが、三月にちょっとしたトラブルが起こり、稲葉代議

士に急ぎ水産庁へ足を運んで頂き岩船港荷捌施設への補助金等支援を再度働き掛けて頂い

た。すると村上市と新潟県より先に国が補助金の確約をしてくれた。行政の支援窓口にな

る村上市が新潟県に相談するより先に、国が予算付けの約束をするなど通常は無い事であ

る。それから村上市も具体的支援の検討に入るが、県も間に挟まる中で中々決まらないで

いたようだ。六月の定例議会中に岩船漁協事務局の木村国夫氏より連絡が有り、村上市と

新潟県の具体的支援策について話しが進まず頓挫して居る事を聞かされた。村上市長は四

月に佐藤度氏に交代したばかりである。私は行政事務方の考えを先に整理する必要が有る

と思い、助役の五十嵐彌一氏に相談を持ち掛けた。岩船漁協は村上市と新潟県の具体的な

補助金などが決まらず先に進めない。当時の農林水産課長小野泰三氏の話しを聞いた上で、

農協の過去の施設整備の例に倣い事業費の一割補助とし、地元物産販売も可能な施設を検

討して貰う事で村上市の考え方をまとめた。その後、六月定例議会が終えた六月二十九日

に漁協の小野寛参事に助役室へ来て頂き、村上市の考えを伝え協議、調整した。後は村上

市の考え方を県に伝え、改めて県に支援策の要請をする事とした。 

 

 

      新潟漁業協同組合地方卸売市場岩船港市場新潟漁業協同組合地方卸売市場岩船港市場新潟漁業協同組合地方卸売市場岩船港市場新潟漁業協同組合地方卸売市場岩船港市場のののの開設開設開設開設    

平成十八年八月五日、岩船漁協事務局の木村国夫氏から再び電話が入った。急ぎ会いた

いとの事で午前十時に漁協へ行った。小田政市組合長が待っており、話しの内容は前々か

ら考えていたのだが、岩船港荷捌施設を建替えで無く現在建っている隣接地へ新設したい

との事であった。解体費を掛けず、使える間は活用する事で組合員の負担も軽減する。良

い考えでは有ったが土地の利用目的が制限されており、県の許可と岩船地域住民の理解が

必要であった。地域の理解を得る努力は漁協の皆さんと村上市にお願いする事が出来るが、

県の許可はそれまでも色々な事で調整に苦労しており少し不安があった。土曜日で有った

が、佐藤度市長、五十嵐彌一助役と連絡を取り、八月七日月曜日午前九時に市長室で稲葉

大和代議士、小野峯生県議にも出席願い漁協から説明しお願いする事にした。当日は稲葉

大和代議士、小野峯生県議を始め、市から佐藤度市長、五十嵐彌一助役、小野泰三農林水



産課長、須田徹都市整備課長、岩船漁協から小田政市組合長、小野寛参事、そして私の九

人が集まり私が進行した。皆さん小田政市組合長の考えを良く理解して下さり、漁協の要

望に沿って事業を進める事にした。ただ、事業費は嵩む事になり漁協の負担は大きくなる

が、地目の変更を進める上で土地利用を地域振興に結び付けていく事をお願いし、岩船港

荷捌施設と併せて直売所や地域の物産販売施設も具体的に設置を進める事になった。これ

らの事で、小野泰三農林水産課長、須田徹都市整備課長は大変な事務作業と県との事務調

整を負う事になり大変ご迷惑をお掛けした。お陰で、漁協の要望であった、新潟県内漁業

協同組合の大合併前に事業に着手し、平成二十年四月に新潟漁業協同組合岩船港支所「新

潟漁業協同組合地方卸売市場岩船港市場」、「新潟漁業協同組合岩船港直売所」として開設

した。今後、村上市の新しい地域産業と観光の拠点施設として機能して頂きたいと願って

いる。 

 

  アメリカアメリカアメリカアメリカからのからのからのからの可愛可愛可愛可愛いいいい訪問客訪問客訪問客訪問客    

少し話しは変わるが、平成十八年八月に三人の子供達が我が家に遊びに来た。田村酒店

に勤める板垣浩氏が従兄に当たる私の同級生でアメリカに住む板垣潔氏の娘と息子達であ

った。父親の潔はハーバード大学の教授であり研究が忙しく帰国出来ず、子供達だけで祖

父母の住む新町の実家に夏の休みを利用して遊びに来ていた。それを板垣浩氏が子供達の

話し相手にと我が家の子供達の所へ連れて来てくれたものだ。上の二人は同じ大学で、娘

のりかちゃんは医学生、息子のこおし君は法学生、下の息子のたいと君は小学生であった。

三人共アメリカ生まれのアメリカ育ち、通う学校が普通のアメリカンスクールだった為、

日本語は良く話せない。両親の間で行なう会話しか、日本語を聞く事が無いとの事。しか

も、父親は村上にずっと住む我々より村上訛りの強い人間である。子供達にとって父親は、

日本語会話の勉強には為らず、母親の解説付きで話す事が多いとの事。しかし、そんな彼

がどうやってハーバード大学の教授を務めているのか私には不思議で為らない。子供達は

八月のお盆と七夕祭りを挟み一ヵ月程滞在したと思うが、我が家の四人姉妹と仲良くなっ

て良く遊びに来ていた。帰る頃には、私と日本語で会話しても理解出来るほどになってい

た。八月は、日本の学校も夏休みに入っており無理だったが、次に来る時はアメリカの学

校が休みに入ったら、早い時期にこちらに来て、小・中学校の課外授業の中で村上の子供

達と交流の機会が持てたら、互いの子供達に取って良い経験になるのではないかと考え期

待をしている。我が家の子供達は今でも海外にも関らずメールでやり取りしながら交流し

ているようだ。また、父親の板垣潔氏が日本に帰国するのは母校東京大学で講演・講義な

どに招請された時などが多い様で、其れを機会に村上に戻った時は必ず遊びに寄ってくれ

る。その際、折角の機会なので講演会など企画すれば良いのかとも考えた。しかし、話し

がカエルの餌やりに始まり、遺伝子、DNA に亘ると私では、ちんぷんかんぷんで対処の仕

様が無い。結局、酒を酌み交わし昔話に花を咲かせ、楽しいひと時を過ごし終わってしま

う。村上市で生まれ育った人間で市外、県外、海外に於いて、各々分野で活躍している人



は、まだ大勢いると聞く。その方々の協力を得て帰郷の際に機会を作り、講演等が開けた

ら村上市に居ながら多くの事が吸収でき、若い人には人生の刺激になると思う。関心のあ

る方々で力を合わせ是非、実現したいと考えておりますので宜しくお願いします。 

 

  突然突然突然突然のののの別別別別れれれれ    

 平成十八年十一月二十四日午後四時過ぎ、新発田から村上へ戻る車中、携帯が鳴った。

同級生の佐藤睦氏から訃報の知らせであった。大切な同級生である木戸祐一氏が亡くなっ

たと云うのである。耳を疑った、二週間ほど前に仕事の事で電話を貰い、話しをしたのが

最後になってしまった。その年の五月十一日には親父さんを亡くし、御袋さん始め家族皆

が頼りにする主であった。木戸祐一・順子夫妻には、私の夫婦・家庭の事、仕事の事、選

挙の事と何でも相談できる友人で有り、頼りにしていた夫婦でした。その祐一氏が心の病

に罹っていたなど私は全然気付かなかった。御遺体の前に座り自分が情けなく悔しく、家

族を見て居ると涙が止まらず、皆で泣く事しか出来なかった。今は、奥さんと息子達が事

業をしっかり継承している。いつか御家族に御恩を返す事が出来たらと、ご冥福を念じな

がら、近くで見守る事しか出来ない自分が歯痒く堪らない。私の携帯には今も「木戸祐一

携帯」の番号が電話帳に残されている。何故か消せずに三回忌を迎えようとしている。 

 

      五期目五期目五期目五期目のののの任期一年任期一年任期一年任期一年    

 平成十九年四月二十二日、(旧)村上市最後の市議会議員選挙が執行された。この度は合併

前であるが、四名の定員削減を行い十八名の議席を競う事になった。私も五期目に向けた

挑戦となり五十歳になっていた。当然の事ながら三十四歳で立候補して十六年が経ち、当

初から私を支えて下さる皆さんも年齢を重ねてきた。それにも拘わらず、皆さんから一生

懸命ご支援頂き再選を果たし務める事になった。一年後には合併を控え、この度の市議会

議員の任期は一年と云う事になります。私は村上市の中で合併を推進する一人として、(旧)

村上市最後の締めくくりの一年として働かせて頂いて来ました。私の周りの市民の方でも

合併への賛否は、まだ有りましたが市民の皆さんに行政サービスを今より低下させず、孫・

子に村上市の将来を引き継ぐためには、この圏域が一つの行政体を組む事は避けられない

道で有ると、村上市政を担う市議会議員の一人として考えて来た。本来なら選挙は四年に

一度にして欲しいと思いますが、新しい村上市を創造する為に、(旧)村上市の財政と事業の

精査、継続事業の確認を、この一年間でしっかり点検しなくては為らないと腹を決め務め

て来ました。そうしないと、新市に移り(旧)五市町村の決算審査が行なわれた時、他町村に

迷惑を掛けては(旧)村上市行政の質が問われる事になる。また、継続されるべき市民の大切

な事業が新市の厳しい財政の中で埋没し忘れ去られては大変だと考えた。 

 

   チラシチラシチラシチラシ合戦合戦合戦合戦    

 平成十九年は合併が来年四月一日と決まり、この度の合併を良としない市議会議員や団



体・個人の方が、五月頃から新聞の折り込みチラシや手紙で合併による財政危機、財政破

綻を訴え始めた。市民の方々が大きな誤解を受けるような文書が多く目に付き、私も自分

が知る限りの真実を伝えようと「わたしの視点」を何回か発行し新聞折り込みをした。そ

の際に当時、山北町役場より合併事務局へ出向されていた加藤正志次長、村上市議会事務

局長をされていた板垣泰男氏には資料収集や添削を助けて頂き本当に助かりました。また、

チラシを作るにも新聞に折り込むにも大きな負担が掛かり、皆、苦労していましたが、（株）

九重園の瀧波重平社長が我々の活動に当初より理解を下さり、合併新村上市が誕生するま

で物心両面のご支援を賜わった。本当に有り難く、いろいろな方達がいろいろな関わり方

で活動を支えて下さった事にあらためて感謝を申し上げます。 

   参議院議員選挙参議院議員選挙参議院議員選挙参議院議員選挙    

 平成十九年七月二十九日、参議院議員選挙が執行された。新潟選挙区から塚田一郎氏(四

十三歳)が当選を掛けて三度目の挑戦をした。三十八歳で初めて立候補して二度次点で泣い

て来た。我が家も塚田一郎・志保夫妻を家族中で応援しており、今度こそという気持ちで

手伝いをさせて頂いた。結果は見事トップ当選を果たした。まだまだ年も若くこれからの

政治家であり、この先、永く国家の為、新潟県の為に尽くして頂きたい人である。 

 


